




































る。最終年度の 2012 年全国の配偶者暴力相談支援センターに寄せられた相談件数 89.490
件で、10 年間のうち最も高くなっており、今後も増加する傾向にあることを予測させる。 
 
また、2013 年中に検挙した配偶者間における殺人、傷害、暴行は 4.444 件、そのうち
92.7％（4,120 件）は女性が被害者となっている。女性配偶者の場合で最も多い割合は傷
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から 11 年の間、増加傾向にある。2012 年度女性に対する暴力の国家委員会の年報による

























































































































 女性の年齢階級別労働力率（2013 年）をみると、日本の女性は 15～19 歳に働き始め、






































（2009 年－2012 年）をみると、2012 年の調査の結果は女性「働く」47.91％が最も多く、
次に「家事をする」36.97％である。女性の雇用率の割合は男性に比べ最高が 48.44％
（2011 年）50％に過ぎないということで、2012 年に 0.53％減ったが、年々雇用率が次第
に増加傾向にある。図に示されているように女性雇用者の数が年々増加しているが、現在
インドネシアの働く女性は未だ様々な問題を直面している。 













賃金は女性 Rp 2.574,546（25,745 円）で、男性が	 Rp 3,592,315（35,923 円）女性より
一万円ほど高いとなっている。また、女性 Rp 1,368,546（13,685 円）より男性の平均賃















行くようになった。BPN2TKI（Badan Nasional Penempatan dan Perlindungan Tenaga 













(b) 出産休暇、労働に関する法律 2003 年第 13 号第 82 条 
女性労働者は産科医又は助産師の診断に基づき、出産前 1.5 カ月、出産後 1.5 カ月の休
暇を取得する権利がある。流産した女性労働者は、1.5 カ月の休暇、あるいは産科医、助
産師の診断書に基づき休暇を取得する権利がある。  
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